
●歴代相模クラブの会長さんたち

(JA1XPOの記憶から・・・、全部は把握していません)

はじめは1960年ごろかそれ以前に結成されたらしい。初めのころの名称は相模原クラブ
後に1970年ごろ広域のメンバーを想定して相模クラブに変更。
当局は1964年ごろ高校一年のとき以降しか知りませんのではっきりは不明です。

JA1QEL　佐藤さん　CQなどに著作あり、初代の会長だったよう。
　　　　　　　CQ誌などにいろいろ先端的な技術記事を出していた優秀な電子技術者だったと
　　　　　　　おもいます。僕は面識がありません。
JA1CNE　NHK技研の研究者　いろいろ著作ありました。
JA1TUT　宇田川さん、昭和34年開局のOBさん
JH1DMR　内田さん　昭和51年ごろの当局と同年輩の中心メンバーのひとりでコンテストマンだつ
た。
JH1ECW　阿部さん、現在も会長で1960年代中ごろからほとんど彼のシャツクで相模クラブの会合
が　　　　　　　行われている
JH1HPH 宍道さん　古くは中学のころか、自作の5球スーパーが新聞に取り上げられ銀座三越で
展　　　　　　　示している最中に盗まれ、新聞社が高額で弁償してくれたとか。
JH1FCZ　大久保さん、FCZ、CIRQ誌の著者でヘンテナ開発の中心メンバー
　　　　　　　というか、ほとんど彼の労作です。旧コールサインはJA2EP

JＡ１ＡＴＦさん　田母上さん
クラブの重鎮で顧問的な存在でした。いろいろ著作や無線関係の会社の顧問もしていられたよう
太平洋戦争中、つまり第２次世界大戦中ですね、軍艦に乗って通信機器をテストしていときだそうで
すが、大砲の発射で水晶発信子が抜けて飛び出したとか。
ATFさんは英語もドイツ語も堪能なようでした、たしかドイツのレストランでハンバーグ
の語源かなにかについてドイツ人の客と議論したというようなことを聞いたおぼえがあります。
函館の大火(何度もあったようだが昭和のとき)を高校生のとき無線で広報して後に憲兵が 来たが
事なきに得たとかの話も聞きました。武蔵野クラブにも在籍していたよう。
個人的にはすこし難しい感じのおっさんでしたがとにかく大先輩です。
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